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議
員

増
え
続
け
る
ご
み
の

処
理
は
、
自
治
体
の
大
き
な

仕
事
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
中
、
十
年
三
月
に
県

は
、「
神
奈
川
県
ご
み
処
理

広
域
化
計
画
」
を
策
定
し
、

県
下
三
七
市
町
村
を
九
つ
の

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
広
域
処
理

の
検
討
を
進
め
る
と
し
て
い

る
。
本
市
は
秦
野
市
、
伊
勢

原
市
、
大
磯
町
、
二
宮
町
の

三
市
二
町
か
ら
な
る
「
湘
南

西
ブ
ロ
ッ
ク
」
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
計
画

の
概
要
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

環
境
部
長

こ
の
計
画
は
九

年
五
月
に
厚
生
省
か
ら
「
ご

み
処
理
の
広
域
化
計
画
に
つ

い
て
」
が
通
知
さ
れ
た
の
を

受
け
て
策
定
さ
れ
た
。
ご
み

の
減
量
化
・
資
源
化
の
推
進

に
よ
る
資
源
循
環
型
社
会
の

構
築
お
よ
び
ご
み
の
適
正
処

理
に
よ
る
環
境
負
荷
の
軽
減

を
目
的
と
し
て
、
計
画
的
か

つ
総
合
的
に
①
ご
み
の
排
出

抑
制
と
減
量
化
・
資
源
化
、

②
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
の
取

り
組
み
を
進
め
る
も
の
で
、

十
年
度
か
ら
十
九
年
度
ま
で

に
広
域
化
実
施
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

議
員

本
市
が
属
す
る
湘
南

西
ブ
ロ
ッ
ク
の
現
況
と
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

環
境
部
長

現
在
、
三
市
二

町
の
課
題
と
効
果
的
な
広
域

化
の
あ
り
方
、
一
部
事
務
組

合
区
域
と
他
市
町
と
の
広
域

化
の
可
能
性
、
各
市
町
の
清

掃
工
場
等
の
更
新
時
期
、
広

域
化
の
具
体
的
な
内
容
等
に

つ
い
て
、
調
査
、
検
討
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
湘
南
西

ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
ご
み
処

理
広
域
化
を
図
る
こ
と
が
可

能
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
十
五
・

十
六
年
度
で
「
ご
み
処
理
広

域
化
実
現
可
能
性
調
査
」
を

実
施
す
る
。
こ
の
調
査
を
通

じ
て
、
ご
み
処
理
広
域
化
に

必
要
な
基
礎
資
料
を
収
集
、

整
理
し
、
広
域
化
の
課
題
等

を
明
ら
か
に
す
る
予
定
で
あ

る
。

が
、
ご
み
処
理
広
域
化
計
画

と
の
整
合
性
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

環
境
部
長

本
市
が
計
画
し

て
い
る
次
期
環
境
事
業
セ
ン

タ
ー
の
建
設
は
、
国
の
補
助

事
業
に
よ
り
行
う
も
の
で
あ

り
、
国
の
方
針
で
あ
る
広
域

化
計
画
を
無
視
し
て
は
進
め

ら
れ
な
い
事
業
で
あ
る
。
し

か
し
、
建
設
を
本
市
単
独
で

行
う
の
か
、
広
域
で
行
う
の

か
は
、
処
理
規
模
や
適
地
を

決
定
す
る
上
で
も
っ
と
も
重

要
な
問
題
で
あ
り
、
広
域
化

実
現
可
能
性
調
査
の
実
施
に

合
わ
せ
検
討
す
る
考
え
で
あ

る
。

議
員

次
期
環
境
事
業
セ
ン

議
員

次
期
環
境
事
業
セ
ン

タ
ー
の
建
設
に
関
し
て
だ

タ
ー
建
設
検
討
委
員
会
か
ら

の
答
申
後
、
市
で
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
検
討
し
て
い
る

の
か
。

環
境
部
長

現
在
部
内
に
お

い
て
、
報
告
書
や
関
連
事
項

に
つ
い
て
の
検
証
・
検
討
を

進
め
て
い
る
。
ま
た
、
他
市

に
お
け
る
適
地
選
定
の
条
件

設
定
や
経
過
に
つ
い
て
の
情

報
あ
る
い
は
、
処
理
方
法
の

詳
細
な
資
料
な
ど
を
収
集

し
、
整
理
、
検
討
し
て
い
る
。

最
終
的
に
建
設
場
所
を
決
定

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
地
元

住
民
の
合
意
形
成
を
得
て
用

地
取
得
や
環
境
影
響
調
査
を

実
施
し
、
そ
の
後
、
都
市
計

画
決
定
、
整
備
計
画
書
の
提

出
等
の
手
続
き
を
経
て
建
設

着
手
の
運
び
と
な
る
。

議
員

ご
み
減
量
化
が
各
自

治
体
の
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
が
、
本
市
で
は
今
後
、

ご
み
減
量
化
へ
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
考
え
な
の
か
。

環
境
業
務
課
長

十
六
年
四

月
か
ら
、
現
在
焼
却
処
分
し

て
い
る
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
を
資
源
化
す
る
。
ま
た
、

ご
み
を
出
さ
な
い
努
力
も
重

要
で
あ
る
た
め
、
電
動
生
ご

み
処
理
機
の
普
及
に
努
め
て

い
る
が
、
今
後
も
ご
み
減
量

化
に
向
け
、
さ
ら
に
取
り
組

ん
で
い
く
考
え
で
あ
る
。

議
員

「
平
塚
市
地
域
防
災

計
画
」
が
十
四
年
八
月
に
改

訂
さ
れ
た
。
改
訂
の
内
容
と

留
意
点
を
聞
き
た
い
。

消
防
長

「
神
奈
川
県
地
震

被
害
想
定
調
査
結
果
」
を
反

映
し
、
主
に
「
神
奈
川
県
地

域
防
災
計
画
の
新
た
な
取
り

組
み
」
等
と
の
整
合
に
留
意

し
て
改
訂
し
た
。

議
員

「
建
築
物
、
人
的
等

の
被
害
想
定
」
お
よ
び
「
火

災
発
生
想
定
」
は
楽
観
的
な

数
値
に
思
え
る
。
何
に
基
づ

い
て
想
定
し
た
の
か
。

消
防
長

本
市
の
被
害
想
定

は
、
県
が
九
・
十
年
度
に
実

施
し
た
被
害
想
定
調
査
結
果

を
基
本
と
し
た
。
た
だ
し
、

東
海
地
震
の
焼
却
棟
数
に
つ

い
て
、
前
回
調
査
で
は
二
七

二
五
棟
で
あ
っ
た
が
、
消
防

力
の
強
化
や
道
路
整
備
等
に

よ
り
今
回
の
調
査
で
は
二
〇

棟
で
あ
っ
た
。
県
と
協
議
の

結
果
、
災
害
発
生
後
の
状
況

を
考
慮
し
、
ま
た
訓
練
な
ど

を
踏
ま
え
て
検
討
し
た
結

果
、
被
害
を
大
き
く
想
定
し

て
い
る
前
回
調
査
の
数
値
を

採
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

議
員

行
政
と
住
民
が
一
体

と
な
り
地
域
ぐ
る
み
の
防
災

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
重

要
だ
が
、
改
訂
さ
れ
た
地
域

防
災
計
画
に
住
民
の
意
見
は

ど
う
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

消
防
長

本
市
の
地
域
防
災

計
画
の
作
成
は
防
災
会
議
の

所
掌
事
務
で
あ
る
。
平
塚
市

防
災
会
議
の
委
員
に
は
「
平

塚
市
防
災
会
議
条
例
」
で
災

害
対
策
基
本
法
に
基
づ
く
関

係
機
関
等
の
委
員
二
〇
人
の

ほ
か
に
、
本
市
独
自
に
「
必

要
と
認
め
る
も
の
の
う
ち
市

長
が
任
命
す
る
も
の
」
の
規

定
に
よ
り
、
現
在
一
三
人
の

委
員
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
委
員
に
は
市
議
会
正
副

議
長
、
平
塚
市
自
治
会
連
絡

協
議
会
会
長
等
の
方
々
が
任

命
さ
れ
て
お
り
、
住
民
と
行

政
の
多
方
面
の
意
見
が
計
画

に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。

い
る
四
五
人
の
救
急
隊
員
の

内
、
一
六
人
が
救
急
救
命
士

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
救

急
隊
員
中
に
救
急
救
命
士
が

占
め
る
割
合
は
全
国
平
均
が

約
一
八
％
で
、
本
市
は
約
三

六
％
で
あ
る
。
配
属
が
救
急

隊
で
は
な
い
二
人
の
救
急
救

命
士
の
内
、
一
人
は
指
令
課

で
救
急
出
動
要
請
の
一
一
九

番
入
電
時
に
救
急
隊
が
到
着

す
る
ま
で
口
頭
指
導
を
行

い
、
も
う
一
人
は
本
署
消
防

隊
に
配
属
さ
れ
、
救
急
支
援

出
動
時
に
救
急
救
命
士
の
技

量
を
発
揮
し
て
い
る
。

議
員

救
急
救
命
士
資
格
の

今
後
の
取
得
計
画
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

消
防
長

毎
年
一
人
が
救
急

救
命
士
の
資
格
を
取
得
で
き

る
よ
う
、
養
成
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
職
員
の
新
採
用

時
に
救
急
救
命
士
有
資
格
者

の
採
用
を
検
討
し
て
い
る
。

議
員

救
急
救
命
士
制
度
が

創
設
さ
れ
て
か
ら
十
年
余
が

経
過
し
、
本
年
四
月
に
除
細

動
、
来
年
七
月
に
は
限
定
的

で
は
あ
る
が
気
管
内
挿
管
の

業
務
が
拡
大
さ
れ
る
。
心
肺

停
止
患
者
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク

を
与
え
て
心
臓
の
動
き
を
正

常
に
回
復
さ
せ
る
除
細
動

が
、
医
師
の
具
体
的
指
示
な

し
で
行
え
る
よ
う
に
な
る
こ

と
に
つ
い
て
、
本
市
の
対
応

を
伺
い
た
い
。

消
防
長

国
は
救
急
救
命
士

に
対
し
除
細
動
の
実
施
を
認

め
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
県
の
関
係

機
関
、
県
医
療
機
関
、
消
防

関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て

四
月
を
め
ど
に
進
行
中
の

「
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
体
制
」
構
築
と
並
行
し
、

救
急
救
命
士
に
対
す
る
必
要

な
講
習
、
研
修
を
実
施
す
る

べ
く
計
画
中
で
あ
る
。
ま
た
、

除
細
動
器
は
五
台
の
救
急
車

と
予
備
車
に
確
保
で
き
て
お

り
、
今
後
は
通
電
量
が
少
な

く
身
体
に
優
し
い
構
造
に
な

っ
て
い
る
新
型
を
購
入
し
て

い
き
た
い
。

救
急
救
命
士
の
業
務
が
拡
大

本
市
の
対
応
尋
ね
る

次
期
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー

ご
み
の
減
量
化

議
員

十
三
年
四
月
時
点
の

救
急
隊
員
は
、
全
国
で
五
万

六
五
五
七
人
お
り
、
そ
の
内
、

約
一
万
人
が
救
急
救
命
士
の

資
格
を
取
得
し
、
活
躍
し
て

い
る
。
本
市
で
も
救
急
救
命

士
の
資
格
取
得
者
が
救
急
隊

に
配
属
さ
れ
て
い
る
と
思
う

が
、
そ
の
状
況
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

消
防
長

本
市
の
救
急
救
命

士
は
十
五
年
三
月
現
在
で
一

八
人
お
り
、
三
部
制
の
実
動

救
急
隊
五
隊
に
配
置
さ
れ
て

住
民
意
見
の
反
映
は
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三
市
二
町
に
よ
る
ご
み
処
理
広
域
化

県
計
画
受
け
実
現
可
能
性
を
調
査


